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注：本資料の内容は、アンケート調査の結果であり、
また、各区分のサンプル数にばらつきがある点にご留意ください。
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通勤OD別傾向（東京圏） ①通勤頻度

※ 「昨年」は2019年11月頃、「最近」は2020年11月頃

西部は東部よりも、通勤頻度が減少した人が多い。

頻度の減少幅が多い順：
神奈川県⇒23区 ＞ 23区⇒23区 ＞ 多摩⇒23区 ＞ 埼玉県⇒23区 ＞
神奈川県⇒神奈川県 ＞ 千葉県⇒23区 ＞ 多摩⇒多摩 ＞ 千葉県⇒千葉県 ＞
埼玉県⇒埼玉県
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埼玉県⇒埼玉県（25人）

平均4.63日

埼玉県⇒23区（81人）

平均4.60日

千葉県⇒千葉県（36人）

平均4.43日

千葉県⇒23区（72人）

平均4.68日

23区⇒23区（247人）

平均4.62日

多摩⇒23区（47人）

平均4.75日

多摩⇒多摩（26人）

平均4.54日

神奈川県⇒23区（97人）

平均4.57日

神奈川県⇒神奈川県（89人）

平均4.52日

通勤OD別鉄道通勤頻度（昨年）

５日／週以上、鉄道で通勤していた ４日／週程度、鉄道で通勤していた

３日／週程度、鉄道で通勤していた ２日／週程度、鉄道で通勤していた

１日／週程度、鉄道で通勤していた １日／週より少ないが、たまに鉄道で通勤していた
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埼玉県⇒埼玉県（25人）

平均4.03日（-0.60日）

埼玉県⇒23区（81人）

平均3.33日（-1.27日）

千葉県⇒千葉県（36人）

平均3.37日（-1.06日）

千葉県⇒23区（72人）

平均3.60日（-1.08日）

23区⇒23区（247人）

平均3.00日（-1.62日）

多摩⇒23区（47人）

平均3.24日（-1.30日）

多摩⇒多摩（26人）

平均3.47日（-1.07日）

神奈川県⇒23区（97人）

平均2.94日（-1.63日）

神奈川県⇒神奈川県（89人）

平均3.34日（-1.18日）

通勤OD別鉄道通勤頻度（最近）

５日／週以上、鉄道で通勤している ４日／週程度、鉄道で通勤している

３日／週程度、鉄道で通勤している ２日／週程度、鉄道で通勤している

１日／週程度、鉄道で通勤している １日／週より少ないが、たまに鉄道で通勤している

鉄道で通勤していない

*平均は「階級値×度数」から算出（5日/週以上は5.0, 1日/週未満は0.5と設定）



2※ 「昨年」は2019年11月頃、「最近」は2020年11月頃

西部は東部よりも、乗車時刻が遅く、また変更した人が多い。

早い ： 千葉県⇒23区
遅い ： 23区⇒23区、多摩⇒多摩、神奈川県⇒神奈川県、多摩⇒23区

多い ： 多摩⇒23区、神奈川県⇒23区、神奈川県⇒神奈川県
少ない ： 埼玉県⇒埼玉県、埼玉県⇒23区、千葉県⇒千葉県、千葉県⇒23区、

多摩⇒多摩
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埼玉県⇒埼玉県（25人/22人）

埼玉県⇒23区（81人/72人）

千葉県⇒千葉県（36人/30人）

千葉県⇒23区（72人/67人）

23区⇒23区（247人/215人）

多摩⇒23区（47人/42人）

多摩⇒多摩（26人/24人）

神奈川県⇒23区（97人/89人）

神奈川県⇒神奈川県（89人/77人）

通勤OD別平均乗車時刻変化

昨年 最近出発地⇒到着地（昨年のサンプル数/最近のサンプル数）

通勤OD別傾向（東京圏） ②乗車時刻

乗車時刻

乗車時刻
の変化



3※ 「昨年」は2019年11月頃、「最近」は2020年11月頃

多摩⇒23区 ＝所要時間は最も長く、乗車時刻を遅くした人が多い（前頁）
千葉県⇒23区＝所要時間は2番目に長く、乗車時刻はほぼ変更なし（前頁）

長い ： 多摩⇒23区、千葉県⇒23区、神奈川県⇒23区、埼玉県⇒23区
短い ： 多摩⇒多摩、神奈川県⇒神奈川県、千葉県⇒千葉県
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埼玉県⇒埼玉県（22人）

埼玉県⇒23区（72人）

千葉県⇒千葉県（30人）

千葉県⇒23区（67人）

23区⇒23区（215人）

多摩⇒23区（42人）

多摩⇒多摩（24人）

神奈川県⇒23区（89人）

神奈川県⇒神奈川県（77人）

通勤OD別所要時間（最近）

10分未満 10～20分 20～30分 30～40分 40～50分 50～60分 60～90分 90～120分 120分以上
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通勤OD別傾向（東京圏） ③所要時間

所要時間



4※ 「昨年」は2019年11月頃、「最近」は2020年11月頃

ほとんど変化なし ：
埼玉県⇒埼玉県、千葉県⇒千葉県

他は、定期券利用者減少
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埼玉県⇒埼玉県（25人）：昨年

埼玉県⇒埼玉県（22人）：最近

埼玉県⇒23区（81人）：昨年

埼玉県⇒23区（72人）：最近

千葉県⇒千葉県（36人）：昨年

千葉県⇒千葉県（30人）：最近

千葉県⇒23区（72人）：昨年

千葉県⇒23区（67人）：最近

23区⇒23区（247人）：昨年

23区⇒23区（215人）：最近

多摩⇒23区（47人）：昨年

多摩⇒23区（42人）：最近

多摩⇒多摩（26人）：昨年

多摩⇒多摩（24人）：最近

神奈川県⇒23区（97人）：昨年

神奈川県⇒23区（89人）：最近

神奈川県⇒神奈川県（89人）：昨年

神奈川県⇒神奈川県（77人）：最近

通勤OD別定期券利用

定期券を利用している（勤務先からの通勤手当あり）

定期券を利用している（自己負担）

定期券は利用していない

通勤OD別傾向（東京圏） ④定期券利用
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埼玉県⇒埼玉県（25人/22人）

埼玉県⇒23区（81人/72人）

千葉県⇒千葉県（36人/30人）

千葉県⇒23区（72人/67人）

23区⇒23区（247人/215人）

多摩⇒23区（47人/42人）

多摩⇒多摩（26人/24人）

神奈川県⇒23区（97人/89人）

神奈川県⇒神奈川県（89人77人）

平均混雑率変化

昨年

最近

出発地⇒到着地（昨年のサンプル数/最近のサンプル数）

※ 「昨年」は2019年11月頃、「最近」は2020年11月頃

「千葉県⇒千葉県」を除き全体に混雑率減少。

特に減少幅が大きいのは、
「多摩⇒23区」：160％→114％（-46%）、「神奈川県⇒23区」：146％→110％（-36%）
「千葉県⇒23区」：140%→106%（-34%）

通勤OD別傾向（東京圏） ⑤混雑状況
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混雑度が高い「神奈川県・多摩⇒23区」で許容度が高い。
混雑度が低い「埼玉県、千葉県及び神奈川県の県内移動」で許容度が低い。
「千葉県・埼玉県⇒23区」は混雑度は高いが、許容度は低い。
「多摩⇒多摩」は混雑度は低いが、許容度は高い。

通勤OD別傾向（東京圏） ⑥混雑許容度
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通勤OD別の各混雑率に対する許容度（東京圏）

神奈川県⇒23区（89人） 多摩⇒23区（42人） 多摩⇒多摩（24人）

23区⇒23区（215人） 埼玉県⇒23区（72人） 千葉県⇒23区（67人）

神奈川県⇒神奈川県（77人） 埼玉県⇒埼玉県（22人） 千葉県⇒千葉県（30人）

混
雑
許
容
度
＝
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
混
雑
を
許
容
で
き
る
人
が
多
い

評価の対象混雑率＝各混雑率について不快かどうかを評価

※混雑許容度：非常に不快である＝1点、やや不快である＝2点、あまり不快でない＝3点、全く不快でない＝4点
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通勤OD別傾向（東京圏） まとめ

通勤OD別の通勤・混雑状況の差
西部は東部よりも、通勤頻度が減少した人が多い。
西部は東部よりも、乗車時刻が遅く、また変更した人が多い。

特に「多摩⇒23区」と「千葉県⇒23区」とで、傾向が異なる。
「千葉県⇒23区」の方が、混雑許容度は低いものの、
乗車時刻を変更していない人が多い。

多摩⇒23区 千葉県⇒23区

鉄道通勤頻度 平均1.30日/週減少 平均1.08日/週減少

乗車時刻の変更 遅くした人が多い ほぼ変更なし

所要時間 最も長い 2番目に長い

混雑率 160％→114％（-46%） 140%→106%（-34%）

混雑許容度 高い（＝不快でない） 低い（＝不快である）


